
AI/MLは継続的な価
値を提供する必要が
あります。
では、なぜそうなっていないのでしょうか。

ほとんどの AI/MLソリューションが非効率を生み出してコストを増加さ
せ、大規模なデプロイを制限する理由を確認することで、高度なアナリ
ティクスプロジェクトを加速させ、拡張、最適化するためのより良い方
法を見つけましょう。



プロジェクトの全時間の

80% 
はデータの準備に費やされてお
り、価値の創造には費やされて
いません

[1][2][3]プロジェクトの規模
を拡張するコストは計画当初の

7倍
開発からデプロイまで平均 

5 か月

AI/MLへの投資が増えているにもかかわらず、企業はアナリティクスプロジェクトから真の
価値を引き出すことに依然として苦心しています。ガートナーは、ビジネス上の成果をもた
らすアナリティクスによるインサイトは 20%しかないと予測しています。1

デプロイにかかるコストと時間が障壁となります。

データの問題
プロジェクトの全時間の 80%は、
価値の創造ではなく、データの移
動と準備に費やされています。2

規模の問題
企業レベルでの AI/MLの採用は複雑
で、モデルおよび関連するクエリの数
を 100倍に増やす必要があります。
また、最初の計画の 7倍の費用がかか
ることもあります。3

デプロイの問題
モデル開発からデプロイまで平均
で 5 か月かかり、予測モデルの
65%は本番稼動に至りません。4

AI/MLのジレンマは多面的です。

AI/MLの拡張と最適化は多面的
な問題です。

2  1. Gartner, “Our Top Data and Analytics Predicts for 2019”
2. IBM, “Breaking the 80/20 rule: How data catalogs transform data scientists’ productivity”
3. Teradata, “High Value, Low Total Cost of Ownership”
4. Gartner, “Predicts 2020: Analytics and Business Intelligence Strategy”

https://blogs.gartner.com/andrew_white/2019/01/03/our-top-data-and-analytics-predicts-for-2019/
https://www.ibm.com/cloud/blog/ibm-data-catalog-data-scientists-productivity
https://www.teradata.jp/Blogs/High-Value-Low-Total-Cost-of-Ownership
https://www.gartner.com/en/documents/3978987


AI/MLを活用した取り組
みにより、より高い収益と
利益を獲得2倍 AI/MLイニシアティブのスケー

リングに成功した企業のアナリ
ティクスに振り向ける IT予算7倍

最大 15.4兆ドルの価値

3  1. Bain AA Maturity Assessment (2022, n=415)
2. McKinsey, “Breaking away: The secrets to scaling analytics”

問題の原因は何でしょ
うか？ 2倍の利益1

ハードルは高いものの、AI/ML は正しく実行されれば、投資に対して桁外れの
リターンを実現することができます。

最近の試算では、高度なアナリティクスによって最大 15.4 兆ドルの価値が引き
出される可能性があることが示唆されています。 
AI/ML は、この価値の重要な原動力です。

アナリティクスプログラムの拡張に最大の成功を収めている企業は、IT 予算の
25% 以上をアナリティクスに費やしています。2

https://www.mckinsey.com/capabilities/quantumblack/our-insights/breaking-away-the-secrets-to-scaling-analytics


これらは、エンドツーエン
ドのアプローチを提供して
いません。

4  

問題 1部分的な解決により新しい問題が発生
孤立した部分的なフィーチャーストアのソリューションが、データの問題をさ
らに大きくしています。データ移動により、重複、遅延、セキュリティ上の問
題が発生し、さらにコストがかかります。

問題 2費用対効果の高い拡張および相互運用性の欠如による非効率とコ
ストの増加
多くのアプローチで、何百万ものモデルをトレーニングするために、統合され
ていない複数のインスタンスが用意されますが、これは費用対効果が高くあり
ません。外部ツールでトレーニングされたモデルの相互運用性をサポートする
ことができません。

問題 3ほとんどのアナリティクスプラットフォームは大規模なデプロイ
ができない
ほとんどのアナリティクスプラットフォームは、大規模なデプロイに必要な非
常に多くの予測クエリやモデルを管理できません。運用データとの統合の欠落
やモデル運用の欠如により、モデルの結果は利用できなくなります。

組織は、さまざまなアプローチを組み合わせて
AI/ML の課題を解決しようとしています。しかし、
単一の、まとまりのあるソリューションがなけ
れば、ほとんどの AI/ML プロジェクトは前述の 
3 つの大きな問題によって行き詰まります。

既存のソ
リューション
では不十分



重要な機能 1データの準備にかかる時間の短縮
AIプロジェクト時間の 80%がデータの準備に費やされています。1また、多くの組織がマシ
ンラーニングに対して、1つのパイプラインに 1つの予測モデルというアプローチを採用し
ています。その結果は？データサイロと急速に増大する技術的負債です。データ移動の削減
とデータの再利用は、効率を改善するための 2つの重要な鍵です。

重要な機能 2コスト超過なしに、モデルやクエリを組織全体に拡張
ユビキタスなマシンラーニングが普及するにつれて、AI/MLの採用も増加します。これには、
モデルやクエリの数が 100倍2必要になります。規模の問題を解決し、モデル開発を加速す
るために、企業は水平および垂直方向の拡張機能を備えた AI/MLソリューションを必要とし
ています。

重要な機能 3大規模なデプロイ
モデル用の入力データは、時間の経過とともに変化する可能性があり、これは本番環境でモ
デルの精度に影響を与え、継続的な監視を必要とするため、オーバーヘッドが増加します。
企業は、データサイエンスチームやガバナンスチームによる手動の介入をほとんどまたはまっ
たく必要としないシステムで、何百万ものモデルを実装する機能を必要としています。
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成功するAI/MLソリューションは、以下の3つの重要な能力を実現する必要があります。

1. IBM, “Breaking the 80/20 rule: How data catalogs transform data scientists’ productivity”
2. Teradata White Paper, Financial Services of the Future

そして、持続可能な価値と
予測的な結果をもたらす方
法でそれを実現します。

企業はAI/MLプ
ロジェクトを大
規模に実行する
必要があります。

https://www.ibm.com/cloud/blog/ibm-data-catalog-data-scientists-productivity
https://www.teradata.jp/Resources/White-Papers/Financial-Services-of-the-Future


ClearScape Analytics
で障壁を打破

再利用可能なエンタープライズフューチャース
トアの作成

コスト超過なしでモデルとクエリの拡張

選択したツールで独自のモデルを構築または持
ち込み

大規模な運用

アナリティクスパイプラインの監視

ClearScape Analytics™ は、市場で最も強力でオープン
なコネクテッド AI/ML 機能を提供します。ClearScape 
Analytics の AI/ML 機能の包括的でエンドツーエンドの
パイプラインは、すべての Teradata Vantage™ 環境で
利用でき、複雑な質問に迅速に回答し、実用的な結果を
提供するのに役立ちます。

テラデータのオープン環境は、既存のアナリ
ティクス技術を単一プラットフォームに統合し、 
好みのツールを使用する柔軟性を提供します。
ClearScape Analyticsを使用すると、次のことが可能に
なります：
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より良い答えより迅速な結果



ClearScape Analyticsでは、Analytics 1-2-3を使用するこ
とで生産上の課題を克服するのに役立ちます。これは、企業が
エンドツーエンドのアナリティクスライフサイクルを実行する
のを支援するためのテラデータの戦略的フレームワークです。

AI/MLの約束を実現するの
は簡単です。

ANALYTICS 1-2-3
AIとMLを加速させる方法
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ステップ 1：データの準備
ClearScape Analyticsは、データ
準備のための高度に最適化された	
In-Database機能、データ移動の
最小化、エンタープライズフュー
チャーストアの有効化を実現し	
ます。

ステップ 2：モデルのトレー
ニング
ClearScape Analyticsは、数個
から数百万個まで、あらゆる数の
モデルを効率的に学習させること
ができる垂直方向と水平方向の拡
張機能を備えています。

ステップ 3：モデルのデプロイ
ClearScape Analytics は、モデ
ルのスコアリングをリアルタイム
とバッチの両スコアリングでビジ
ネスデータと統合し、AIモデルの
効果的な運用と自動監視を実現し
ます。
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ClearScape Analyticsの高性能なアナリ
ティクスライブラリは、50以上の新しい時
系列関数を含む、150以上の In-Database
関数を備えています。
•	 幅広いマシンラーニング機能を備えた完全なエンドツーエンドのMLパイプライ
ンをサポート

•	 ネイティブ関数を使用して組織全体でマシンラーニングを処理

•	 膨大なデータを活用し、より複雑なモデルを可能にして深いインサイトを得るた
めに必要なサポートを提供

•	 シームレスなエンド ツーエンドのプロセスにより、予測分析、モデル、インサ
イトを大規模な本番環境にデプロイ

市場で最も広範な In-Databaseアナリ
ティクス機能により、複雑な問題を迅速
に解決することができます。

Lake

ClearScape Analytics

データファブリック

オブジェクトストレージ

Enterprise



ClearScape Analyticsは、業界全体に大きな
影響を与える成果をもたらします。

金融サービス
検出によって防止した不正行為の金額 1億ドル
世界トップ 5の銀行は、高度にパーソナライズされた不正行為防
止ソリューションを導入することで、遠隔操作ウイルス（RAT）
不正行為と闘い、不正行為の防止、顧客体験の向上、損失の削減、
ビジネス効率の向上を実現しました。

	• 検出によって防止した不正行為の金額 1億ドル

	• 不正行為の 70％が検出・防止可能

	• ピーク時に 1時間あたり25万件の一意なカスタマージャーニー
を分析

データ準備時間を 37時間から 12分に短縮
欧州のある銀行は、革新的な不正行為予測モデル本番環境に導入す
るのに苦心していました。ClearScape Analyticsは、このモデル
のリアルタイムで大規模な運用を実現しました。

	• データ処理の最適化で 200倍改善

	• リアルタイムのスコアリングアプリケーションで 90%の応答が
450ミリ秒未満

	• フィーチャーストアにより、より深いユースケースで65%のデー
タ再利用を実現

9  
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スマートファクトリーをよりインテリジェントに
テラデータとある大手自動車メーカーが開発したスマートファ
クトリー・ソリューションは、スポット溶接アナリティクスを
利用して、車体製造の透明性と効率性を向上させています。

	• 手作業の削減

	• 生産されている 900万のモデルの品質保証を実行

	• 透明性を高めて、弱点を早期に発見

	• エンドツーエンドのプロセス監視を実現

ClearScape Analyticsは、業界全体に大きな
影響を与える成果をもたらします。

データ移動なしで製品需要予測を改善
6.6億ドル規模および全米規模のある小売業者は、eコマースや	
280以上の店舗を含む複数のチャネルで数十万の製品を管理する必
要がありました。

 • 264万の需要予測モデルを 3時間でトレーニング

 • 36万個の季節性プロファイリングモデルを 15分間でトレーニング

	• データ移動 0件

小売り 製造業
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データ処理時間を 88倍改善
欧州のある通信会社のデータサイエンティストは、価値の創造に
より多くの時間をかけて、低レベルのスクリプトやコーディング
にかかる時間を減らす必要がありました。

	• データ処理を 20倍高速化（40分から 2分へ）

 • PMMLスコア最適化を 12.5倍高速化（25分から 2分へ）

	• ネイティブの Dataikuスコアリングの最適化を 88倍高速化
（25分から 17秒へ）

ClearScape Analyticsは、業界全体に大きな
影響を与える成果をもたらします。

医師よりも早く診断を実施
ある医療保険会社は、医療用 AIソリューションを大規模に活用し、	
加入者の健康状態をリアルタイムに改善しました。

AIは 40分間で 3,500万人の加入者を処理し、次のことを行いました。

	• 患者の 5つの異なる疾患を分類および予測する

	• 患者の疾患状態間の遷移を予測

	• 将来のハイリスクな移動、移行、入院を防止するための次善の	
策を提供

ヘルスケア 通信事業者
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テラデータが AI/MLの
目標をより迅速に達成可
能とします。
テラデータは、AI/ML主導のデジタ
ルトランスフォーメーションを可能に
し、最小の TCOでビジネス価値を生
み出すまでの時間を短縮します。
	• AI/MLトランスフォーメーションを加速

	• 大規模な運用を実現

	• 予測的、処方的アナリティクスを促進

	• データ、規模、デプロイの問題を解決

	• お客様独自のツール、やり方を活用

	• AI/MLプロジェクトによるビジネス価値の確実な提供
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